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豆首玄毛う1度寄てようf

－目〉タご・

・1‘る芳鬼のテーマ

2、テ戸マさえ6んだ‘多玄由

・ 3、Bt~の目之さ〈詞ノ付みかは之）・

件、石汗鬼のが志・

・5、L1.，力、．

・6、わ対たことどまどめ－

q反省



1 .石崎のテーマ・

号邑

・2.テーマ全元ちんセ、ヲ豆也・

家てお母さんが料・JIをするてきに、豆苔
いすZうとてつ＼あります。お母さんは豆窃を
℃乃っ？とあとにすてないて－~ドにづげててっ
ておいていまし？こ。そうするて、またのZ〆で
ちて ＼ま1三食べられるようになるそうで
す
豆遣のトっていた ふ《ろ之見ると、三の示包む＼
ら上を句りとっておめし上ウ＼、リく1ざさけと
春＼てありました。＼仁うして七万る渇所力、、
？来まっているのウ、不定ち義にだL¥jιプ乙
あとねえろど2I妻おいしl.!Jと蓄しl［あフた



けたど：ど、うιてZ！芝しが乙？なtiのが
そたを不史議iこたいました
七万った乞笛ちでむんなもちちをするの小
び3υをち用べてみたいていすー

・今、石汗吃のgてき ・

七万った豆苗がと？のように育フて｛）くのが
ち周ペ、まヌ
どごで、℃万ってをのびブ〈るの今：ユ郊をして色
のびτくるの引な乙をき周べ1まま
イむに芝、豆苗につt＼て不J宅ヨ義（こ烹フ七ごどを
き国べt七いてーす．
三椅がイ牙J菱て1ι おし 1Lく食／どうえ1とら ~IL/
てい丈
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、雇~f;l： ギーとの号苦のたば乏？オ与すう
I i I＇’ はつはけら l~ LYみました

（ ，，.. た li'<v~.替の根9.YtJ吟tJz
いたのごJぱらぱ1らに郊の
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モばの中にはこんな仰lj＼あり3代。

⑬（抗1JかめJ ~ IJ ¥if，ていない乏）
側、
二／ぐ同即位；ているけど.＇~［＇，j, 

（ゑウ＼ついたとと〉

まだ1J＼~し＼ f札（勺＼辻；ていなL ＇宣言1qy~勺＼鬼て irtci:;, 
まず、移Jウ＼出てきて それが大〈大災なちてきZ先が
年ftこなリま（；にそそか不良ヒ，f(}j~ 分つ＼友てきてφぴ
てきてl＼まι犬。



〈図がんでフfl苗のふ（ろに客レlてあフでご乙）

豆苗しゴエンド、ワ之メの茅片手のごとだ＇£7ど支
ちう－－J妻昌之〈るのは、有芽かわ＜Aι？と豆苗
の芳：がら句ら孔てしI~＇ t l杯分が出て〈多ウち

たそうで主

l5¥ ＜ろの説日月
F’－ ~司

豆を7ウ＇／...コZL l九ふくうには．

ぐんなこどが多いてあフたよ（

1ふ（うで二ニ度おいい叩
仁江プこ不良のき戸分を：fめのようさに入れ
;J¥ lこつけておくとえ収得ていきます。

※室内の明るい1男子11之 、 有-z-z_ ＜ 七~l¥ 

※. 1 日 1 日経度水をかえてくブご＼~し＼



調匝室内の明るい・Jlliで宵ててください．
※一目ー圃種目E水をかえてください。

とれしJ＿§笛のts＇＜ラ勺＼ら、
℃乃 i凡人1~之のでJo

(fl_苗のイ安い遥）

＠ おみそしる

い7デめ毛の

⑥者ひ七し

などていま



小さい のこし7
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（テヂ芝）
1J＼さな芽
ヴのてメY
ぎて業
になる

℃患いま 7q

・この線か5上を切りとって
お百し上がりください。

※豆の部分は食べ5れません。

乏哲の
ャーー必i3,zうLこえ書 Lイ

ある ζおり d ＜~な
芽をのこしてtt)J
ました。

この芽がヘじのように
育つのか児ていき
三？



（棺えイこ iヨ）

う臼目

ゆl Jj吋 新しい豹もでラお士。
) ごの Ij ＼ぎな葉かプてきくなると

4日尽

『占

足いまま

葉の色旬、和景色に..／J>I）ま（た

よく 鬼？こう 1J＼さな芽とくぎの
問ウ＼うl虫てぎていまL1と。

小さな五千かのひバてい ~iJ1J
ていはなく、1J,5弘、芽以ぎの！到

へi代ナ、せ・jにぶつZ

ち＼う新い＇＊－カ 1＼＇出てき（＿L＼ ~L f:.。



ら日lヨ
℃て屯、大き〈のて入、，ζ業令＼いっ、ぱ （) 

iてなりきしすこ。葉をほどんじひら～
きし？と。
＇－＇＞（） のひ＼＼てきた E包も；~ ＇21司自 しご、
ノ{ff.べ告fl_笛仁写与 の？ご とJていま支
為三千ずら2各自のかさな芽勺＼らユ州

0繋ぐ：出てきて，いましで。

小さな芽っち出てきた安ど
くきっ＼プ＼ーさくらフZのZパ、， Zき
ι！こ9長さLd=f Ocmぐらい

て女
不艮亡 の，V'Z~－z,5 ，えまL t~o 

Zろと jグLIとったら会八うれ
じ思いま支 ー



( 1 1日目）

'I 5cm～2 O,,m l.こ急；亡くいういで
しゅうウ＼《LJL仁

噴点℃さピ伺じ、よう3辱L
、

て、、

ユ臼臼を4をべ＼うご之ウ＼て
考ます｝ 

くわ勺二でごと乙そ考えたこり

、

a ふくうのユ吃切の三おソに切ると1J＼さな茅
つ℃2つのこリま支

。のぐってい3芽の上の穿つ＼ら雲市 l)_d ~ 
が出てベ ~~℃ウ＼lわがリ！L －たcこの案l礼 l¥ 

豆苗を会々るJとつ＼＇ていきま主



。r1.）、〈ろて；J度あ、いl.l '-3の惹ロjょう＼よ〈ネフゲ

リましたι

ojウヲ．出て〈るので芽をのぐす勿＇｝方が！
けいてい式

~－，~ー..............＿

／手の小さいれ＼う、新し~＇§＿苗がのひマ
く ~1J~ 1＇＇をんにだっ ブとのて＇［きをん2－②Jて、
ち耳べるこどに Lましたο
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（調ぺるわの
豆苗の小さし＼芽CJ］フ布リ3支
小さLi手から葉小品5ど会は、しiフマ上の
芽をう~てざま丈 たt5＼叫ん先しさ掛かっ、
成長してきζし＼~ jf七、ゲらイ三とノ巴liJ支

ては、食べ5喜P分モいっLr-に七刀ゥてιまフプら、
上の茅とのC した三~~ζ百坊はちがフの
がSζノ巴フ7てのt:t周へるごとにLま乙た

上の芽モのごして七刀た
豆苗



上の！毛のごしてと札た宣詰 上めきを 句ヮ七~~主げの委ゼlt)

、



上の芽εのとして亡払た童話 ｜上の取t1Jフ？と三自 〈下の等たサ）
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（わウ＼t~ζて、ラちえたC と）

。上のれのこし？と金告は、上の射＼ら、新い｜豆
苗び＇jjてきま ＿ iで。下の芽f"tJ;の~ －I討は下の芽
つ＼ら来斤し＼＼三苗ウ＼、L出－ど jまl~o 

。下の芽t¥¥irσ三笛は育ちウ＼＇f J~ L ＼て玄えい
ようを、上の寿にあたλなくていいつ＼らた‘ピ；てい
ましたの

上の労毛ある豆苗l立話ちがゆフく＇）てすえいようを
上J）ご手ヒ下の芽にあたえなけれLJ'l ¥ ・ 7 1~ いからそ
乙足いますi
＼ 
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のび、てくるのかな。



での方ピ切るのご
食べう衣ごとこうが！

ゲえま丈

〈子忽）
きす二三勺＼う
穿たしい芽も＼

出て空てのυ＼~
ど足い手主

一 ー て｝－－~Eの近〈て：
小さな1をの二
？す （，~ 二万リま支



（梧え？と日）

（件臼喧〉
芽

(5臼目）

（も臼目）

1s：のつづ 2よ力＼s芽を出
して！こが句まになノました
ごたウ＼う、大京〈など、
のひ3どノぎLlJ=す； F

そのう今季与IJになっ七ff:_0＇ら、
乙て毛1J＼さな芽がぶてきま乙化。
色iJ.ほ色ていl1ご。芽ウ＼出ていた
ElJ.少乙のびてJj ＼ざす柔つで

おてきました。

ι IJ＇さ朽 h 小さ怠芽b¥'jjどきた；乏はきのう

ふいち私”となJこで実わりませんて♂。
？乙〆:s;;-A 4Bf3tく1J叩若乃＼＇虫てきた三の j

ノ ーー 〈什·~~~· 1.7~~·ちていた l札r-· 1 'o＼刑、久
～ふ芳乙；出てきましt-:::Q色lユ円引そ色て支



芽って巴てい1三塁モ 8切回しては、
くさくなえかれてきて（立いま
した勺それ仁不良魚、わ＼友てきて
しま ~ ＼ました

（灼わ＼行こ℃之常え七こ之〉
外畏て三をのとして金八る.§ff分を4JフZしま
ナこう芽Q¥itぎて毛そのあとはうまく百七すに
なれてしまうことつγわっ＼L）与しに

全ペるきp分O¥'1番号くなる句リカ1ごtjとユ意思
i二告を（よる豆笛力＼のひてL':-L '<D L＇、三の近
久て、、℃刀 3めは、ヤめで万かいし＼乙受~t 'i主



切ると、とのように、
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伺えたロ）

（今日§）

＼写宣のお仁、
業を少（の ~~ L て
仁Jlノま（た。

午日をたってい予のに、葉lま出てきません。
乞利；雲・q_''!_J沈てきてι5し＇lしt:::Q

門臼白）

7日？でって2回目に？を八；る三苫は
:OM!", . k-L ~'Ji， のび てきまして。 で引也の訴のの葉は

l ¥ ~ 会計つi花之しまl＼まL1二葉力＼力＼沢C

rt~，：か まっ てい るのになぜのぴてくるのす不；巴
認にだたのてモう1度初＼‘う新しい
弓窃 ｛ ＇~月ぺてみるC乞 Lて Lま ιt~SI



京介しくやL)~ L 1と豆苗lてつ L1て

（！日目、

キ吉元？二日はも＼れていなも二七票がi臼

Tこノてつt¥j1代初 ていきしT二
業の先のちも＼ら令＼丸℃いましすこり

d＼ぎな芽つ、ち口、葉Lj忠之し1ま色ん
でした

がは上の芽つ＼う、出乙く
ると足いますL

かれてしまっ？ててきの夫政
て上の芽ずら出て竺7ごっ＼うてい丈



(5臼町

二の上の秀子とくぎのi切っ＼うこt
てき七毛のゲのrぴ：fどきまιた

2づの芽つ＼ラは令~~こを
~てぎまとんていLr~。

ノ ヤ少し根句、、勺＼オιて宍
ほっていまま



（わっこTことてと3&＇え？とこヱ）

。句て入、て（るとごろは小ぎな等て1さな
1杏上り莱乙〈きのj宅約＼うc・とllタごとか
わ勺＼ つましで由

。切っ？とてき iこのこし七~~d- つ＼れてきてしま い
まして。

パ宮 田じ七万っt:.乙さに、七〈さんにすから．
令代る室 I ~＇ Jザないて、、友匂勺すこあ乙にの J

て六、てえ1ミ℃こうも食＼合乙こうlJ少なUて1

:ii.，，祈し人のひ：てを七笥方
＼？／ここで切っすこq

.] ~·『〆 七つった ときにあつで葉Lきかれてき？三

;J ＼さ fJ＇~ つ＼ら は、 lJ℃んど也て
こない9
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iJ ¥ ~な芽ど _. -：：十 づる

竺すざし？をのこして
七乃iノまま ／斗ーチ

ノ

（予想）
小さな芽は、のかるど思いますJて1モ不良かなl.¥ 

d〕℃？でくもつめ’）¥ ＿！ふて乏いまけご。なぜなら

奔長はAくをすってカ＼らがらしこなうなけめiこする牧9がある
之聞いたこてすれi安うるからどす¢



写真のよう！こ
小さな手とのCL7 
七万スキ畏旬又iノ
ましすごe

〈棺えた日）

ち日百） －
小ぎな芽カ＼ヨ葉〉父、出でヰまιた
それ Lて ムきの下のねの~の芝ω
ピころ勺＼ぅ存畏って出てきまLtと、

ーがの色LJ、うすl＇日だ待て d

(g日長。
い 5臼七って‘支が大きえな ＇）ましすこq

ネ長は長〈 な：て そjウ＼‘）1ll令色
になりま（た 小さな芽ウ＼らlAん乙
き十二人宅の長守主性Ch}てし？乙



。。臼日）

械がのびてさJL1::0 

lo日セフ七う、いフは匂いのZ入Eて
くると足ウ’KtJとあまりのて／｛川
7きまぜんて＇L1とj尽をきづ IJ-~6~

ナご~苗とくう八てのかI~のウ＼お

そろ~1:てt丈小次てL17士毛のε
あソまιナてG葉のぷえって少な、L'Lじてち

魚尽くて5ろそうにるんま支

少Lラるしiのず
お次て~f J:"0 iごιの ザ才してきて

しまJこ毛の



（わっ＼ヌブこごどと考えたこと）

9不良を耳えててま？と宗庁い芽が出てさまL1と。
て1走、豆つ＼うて1さな〈、 小さLI芽の下ゲつ出て

くることがわ？ソまLt~ 。

0 Jj ＼ざし i芽ウ、ラ lj.~ のひどくかアピ、のぴ＼＇てす七毛

めは葉つ＼少か lてすそイt_Lごζてちるるくて
「フ二vフこちしてし！ましたο

。のがてきt 芽l主，~－L のびるのにとてを時間か1
かかリましそ．？とう＼人手長を出すθ守i習が..h{J([) （＇’ 

それi三関イネ（）＼‘あ5の宏之乏し 1ま丈

。ネ長つ下1さ才ヒてLa：プけとfとてι三っ千三iノLて根が

なくなこて（まうζ、2回目の豆笛を食八・3のは
とて毛むずつ＼乙しiどいう＼ピウ＼わゲソました



小さ な芽つ＼ラのてノ＼＇できたくぎ0ミ色白くて~~
¥. ¥'1) l在不良~t：：＿＇すためにつ＼＇ILlま；てえLよフ
をj けりて l~7ているウ＼う食八 ろ古p庁に
あまリんし江うか＇l＇力、；；.＇＜じ がれてL~）ごゾ
¥r¥ ffl( ~ムてしまっ七ソしてしきうの七1て定いきす．
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月人七ネ思くは、 i母臼；Jcをかえていてζ かれ
ているような号になフて〈ざどなフて乙
まいまけて。

θ臼？てつ？と乙ぎの不透手

（わ令、？ととむ
百ヌ71と不良は，；Ktこつけていてを.1J}lごを女
ペしかlあリJt人γ：、しTこo

ネ良？？しjaヌJζモ芽は也てよない乞いうと之
勺、わっ、リましで。



主年、ち局ぺ？三ヲ） ~9ポのあ芳吃 て、は、切れ た
タンポポの不良ゲう新Ll l芽が出ーてきました
タンポホ勺の料しJft苗とくら，＼？μモ点灯
めて：えいょうウヤあ5のぞlと思いま丈
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万ネ宮えで臼ゲら5日弓
5臼モたっているのにまrヅし勺出てFませんC

5 りてついている件旬時ギ＼ど J8rv2臼τ出どくシのど’
豆つ＼＇λLふつをあ七ス／るのかな〈乏いまし？と

(g日ω
！手段jくをあげていてモ
？？か広いとほと人どの三1§0べ

- I t:' ＼めになLてUし＼~（＿プご。
葉つ閣ときに~苗モすぐ l~
t：、めに玄ってしまいまL人。

不良し1（｝＼れて（まって 葉広 （ぽfv1~ ような紗＇ tこなフて
しまいました



〈考えたよ℃ピわウユ？ととど〉

。ごの安絞っ＼ら考えたととはflがえいよフjごうZと
いうこどていす；

。豆苗佐々）~L令八るどきは~~どるのゆやめた
う］1] ＼’ いいど Jきし＼J·J~

ANV
 

豆の汚いよう勺、
キ喪とえきlご受.l）出シれ
る刀1こζ黒い主ま
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ごの豆を水lごソiナて
苔ててみま支



耳之フ？と竺は、；Kt母θかえていてを、黒色にな
て、くさくなて（ましlましで。

（ろ臼 Tこフ？こときの符Fろ－）

（わ勺とイミご＇（＿〕
1ヌフセ竺は、＃ f :-；；り てLIて毛、なにを、変ィι
もてなく黒（なLてしまいきこし1二

--J安出てきた豆を取フて水にフlナざ寄Zてを、
芽持出でとも3い乙いう~y__かわIJ＇リゴL1そQ

:t：哩＼乙はちかy＇いま ιに



（考計二ごて）
豆苗つi¥21菱食べろたるのしま、小さな芽小1

のびてくるのCあJど、豆っち2回目lこ食べ
三豆油り＼出でぐるのどはわヴ＼弘三亡、け三
可i人て11てζ毛、芽ヒキ艮はの（〆てよないの七、
ど忠いましf:_Q 

ぎをんあて：τ？とょうい根をのご（て切って
有てれid-，少L広葉小出てく5と足し守支

三ゼりを月ヌヮて有ででちなLこを広てごなし l

てすi

三サう、 穿って乙：kつやってこ巳てくるの つ＼ 不足議 l~
史っ七v）し 「さセん（もてZ民代てみき主



er • 

Tγ ドウ号の手金色

支てき？三特を λ

有てま支 '-/ 



ハ（ヱバヴマメの矧
~ス）くにつける治のエツド＼ケ マメの手記立、
'6ワ＼青色［＇Lt：。安心ぬヲてあ1;;1J ＼民と 忠い

ます；升グは．しlぎん｛どあいわのようて＇，L-f:o大ぎさは
1三、いたいて7mmぐうl＼てま

(I日目）

（ユ自 白）

;Kにつげてから、｜臼fっそう、特？
九くう，（ろ 3ナまし？て。赤色の妻~ij 

と投イとう不当のちlきあ＼支ど色て
しすご

0 芽川てきましに 色lJ, id-ゆと
黄緑色町さっぱつな6~l；の
こ方ιから芽がのひてメこぎくなるのつ＼

出てき七tJ＼~ iJ.~＇ .4r i才、根ゼピ足、1き支
な ピなηホ尽l~7＼く1iIPすいよ：プ3ゲヨそのため
に、 ネi晃をlテも に白すのたど，~L 仏 え
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ネr~ ~℃のひいて ぎまL士。
尽tJはゼ色て丈
あどイ司臼ウ＼しそη葬などが
出てくる三定いj:'D 

芽が±＿，Z詳した。
1寿一↓3不良とつなっとどLlました
芽の色は勢緑色乙丈
1..41 大きくす5のつ、平く勾

θ日習）
i番上の葉小1小ざい芽lごむ；p
とjています色は脅か示色て



（わっ：そごとど？？え？とごと）

qてぼんでいた乏がふらし、c:=t~~~ い根
ウ犬、出るり守緑色叫がど.）~→械かイイネ
つ＼出て出てきた芽がのどノ~＇·d r:::れきってのひいる
ゆ葉かで、さでふえるJ：のように、豆おこすう
、とり＼わっ＼ tノましに。

。もっている豆話ζ同じ介少の葉小比てきた
のてえんどう豆の本金。＼ら豆らI力＼＇て空るのた 1

と思いまま

化臼Tごった豆苗）

ごのてフ f.J~~ ( ( I ~ 

j~l ＇将’包の部
！？小売れ二なると

足し＼1すー
司・・・・・帽同同・





（詞ハよもあげ）
豆志乃ミ〉＼つ－｛L＼七るぺち［こ時「宏司の5月るい立号所

で昔Zて〈七ざしミ之主いてあlノましで。タトの力つ六
ヨ月るいのにな7ぜ室内て1首てるのつなと忠フでの
て！室行乙タトて育ててくらべて みるミとにしまLで。

（子短）
タトの方がc_,Aるいのて・：JAて育てた方ケてJ)c ¥' 
ると忠いま丈

家のタト〈庭）

2えのタトに ~いて奇てまま
Al5~~＼＇よく当的弱点的

放の中
採れてFいて有てます；

まどの近〈て日月るl＇場戸IT
で＇t
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（わ仇？とご乙と考え？とごと）

家の中

しゅうウ＼くて、＼さない。｜ 川うってていきる。
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ユノ菱自の豆苗を
（ゅうつ1くすコ（ごはべ・・
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（ち局代るわけ）
三／苗 i~、エシド‘ヴ豆の窃 1d-~のど豆F古色棺え
て匂らす‘tご寄てたらヱントヮヨにす診 子ぶっ

たヴっCr 



（う日白）

5そって大きくなっていつはし出才ぎまL1乙
くきちてのZ八いてブるモのてパ1てい先（｝）てゾ支ヰ主
を立でましナて。

（ら日目）



（ら日目のつづ、き） ヲ。ラ〉タづ

( 1 D ＼ヨ白う

つるつ＼（っつ＼・／
安柱にまさつ
いていますL
不直えたてきょY
葉の色小℃く合
りまL1と。葉の孝次ー
七ふえていまノ。

・' 

つ3つ＼ら葉j'¥l出ていました
才色今＼プ〈のが条（みて先
すぞかLて1ぎるのモえとタ jこl) 

てI＼ま

三苗iま土lご
本自入:s乙
大きJJo~O 



七、わ勺）＇，， 1とこと之まとめ

ofl苗は工ントツマメの新芽のJと。
。ヱントワマメウ＼ら、オ食合って出ている。くぎに
何きい小葉つ＼ついている，
n /.I＼さな芋比三つついている。
。不良は；主人中に~~＼不良つ＼、のって魚田い線
小ついている
ぺき l~~号〈て今日し＼。
a rr~ tJJの中↓て 1 J＼ざい不良力、百でし 1~§7字、豆苗？
のかlどいる乙中の乏力＼あフ7ご。よ〈史jてい？とつ．
不長と〈きち＼／方）， れでいるごとに気。＼ついでe



戸①

のとして切ると窃ょうド ー

ぇτいくのかな

。三Fか入ってい町＼くうのきも喝のとあり
にでJJJ乙）J＼さな事ぴ2つのこるQ

υのこっている弟フJにの茎つ＼う豆苦（2度目〉力、
出る。
。1らc ト，rv]Oc川てすっイとぐらいて‘しゅうウ＼くてJ~o
0 1ふくうて三度おいしいのたFノドがよく分
つごすご。
。 1 J＼~~＇芽fJ\2つのこる切リ万力＼止しい七万ソ
ちすごζえ’Jo



ょの芽モのごして勺ノ七三高 ｜上の芸モ切フ七三苗（下の孝夫り
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c上の芽かある豆苗時二f引を食ハたゾ、ゆっくり
会八、たけ乙計二、芽をγノのこしてと刀っナニ方が1

いい乙；乞う。
。下の芽イごりのZ宮山上の芽ウ＼、ある宣告とく

三べぐ有ちがーはやいつ＼ら字く食べ七いとぎは
ずの芽？とYげてのごした方がいいとだぺ



。保を月又っ7モ新LLI 芽わて~ ~o て1モうまく育
イとれこっ＼えてしまう。
。豆と不良た、Iナ宅のご〈てぞ手術＇P'l ¥fヱた，，'J -C' 
ユ茂臼l~ ：~ l ＼りら三2の江くてりるのld=やめ
た方小、いい

さもんろi二一一一一 一一
主ルキのわたりで切ると‘芝どのように~-－つ

一

。のごした葉（まかれてきてほ う。
。1J¥2 ~~茅つ＼り（ 1)t ＇てくるので J字＜.1番上
の業てくさの問かうの
。不良モγしが才ててきてしまっナご。



〈柊芝方ヌフてモま？と新い）根力、ιて＜ ~. 
豆から出て〈るのと＇lま弘之 Ij ＼さな寸と乏の
1~1小ら
ぎモん2(1j＼お手。つのこして句フたての〉とく
ら代てまが、少ない．
べきは乙てモ何い。弓ゑ〈て元：%が‘なLlのZ’

わえてZLまう。
。のてメtるのにとてZ尋問ヴ＼つ＼ヴる。ヂβt，主J
H守問↓二日ヴイ約＼あごのたとてう。
。くぎがあれてLJ,,7ごパてヨるいつ、均三回
目を合／＼ぐるのかむすtウ＼lL ¥ o -



措置：：：：：陣2民周唖哩唱官軍基；~..J！•・＂＂＇

0 B叉勺犬木県lJ1Klこっウて‘育ててモ、何毛出て
こないでくぎく~＇＞？て（まラ。
c I 時、今れ之しまっ？でのす色め茶－色。

。小ぎな芽ウ＼う乗が出てくるけとあまソのて戸、
すし二守れて（手っプ三。
。三ち~~~＼L＼乙、ラモん1(iJ＂－さな芽を 2つのごL
Tこをの lとくらパてうまく育？とな、いつ＼ら立が
奇つためのえいよう乞わ？とス／ているのた乙尽
フ。



の小なl

。万人衣豆を；Klこつげてそ 1J~lごそ 広て2~＼ I
て黒〈くさく J_~て LまフA
。予想とLJちつ3て・11支￥つ＼出てきた豆を
~苗つ、う可欠って 71くにつりて毛芽は出て
〉ない
。豆苗句＼］~合八う;ftるのl手／J ＼ざな芽つ＼う
禾れ川三苗ウペ土iてく訟ので’あて豆かう
出て〈るのは初めに吉つ 1！妻た竹げたど
r;;3～ 
J心ブe



、君、てき↑ミ豆あいこっL・t；；＇乙下はうなじん番
て育てl＼：。

豆が、ふくうむ、失望い？長ポ出5象柔色の

芽ポ出3. 不艮つに仰手ウ＼出~.~ぎが’¢ぴて芽小
（きになソそのくさ力＼＇のフ；て禁がまjてぎ乙 I

) ＼んるQ _)  

－－－－－－－－－－~／／－－一一一
ごのようlごして葉ぞくきそ：ヂ長主をjクてll矛
豆苗の斤クになる
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育ってきた三~t__ I司Lお3三三苗にするlこは
ぐ容の中て育て七刀ワ＼よいごとつ＼わち＇1乙
家のダトてちて？と豆~＂£lJ、しpうつ＼およびさ
て三手、い



。フ也面に唱えると、そのままメ~~，奇て l ＼く
の き毛~10のて琴引トで有て士豆苗 と同ピて、莱つ＼
とてモ初＼
。安柱を立てるとぐるつ＼女性にまきついていく
つるから葉力＼品るそのわじにノ3守イ司法つ
にわが次て安才；ELてま予づいてし1っナごo



寸、

〈おどちいたと乞ゃうれしカLたとピ〉

1香おとうい7このlさぎでん10の家のYト
て、育てた毛のの葉つ＼かたっ：たと℃てヌ
ぐ家の中て育てたそのはわわらつ＼いち＼ワ、ヌよで
首ててモ変わらなラい ζ；てていたのに葉ポ
ウ＼イミベて色つ＼こっ）？とのでおとうきましたe

i番うれしつ三？とごと（手エンドウマメウ＼う出て
きた不良くさ、集が禿Jっている豆苗と同じ汗／て

育てるのにつまくいつでことてすi
ホμが足フていfこ子！l乙It-Jじ、忙ったごと乞
つれしじ？三て1主



（むず司、し力、7ここど〉

03-苛の；J＂＇ウ＼ くさリやすくて1日2回以上水を

かえない~LJ い l ~ 1）ゥ~tぐ乙ぴ 1番むずつ＼
しつこたて Ja;Kつ＼〈予くなて勺＼れ之Lまっ七 lノ
したモ0をあっ7ごのてjド勺＼、くさくじでつ＼れ
てしまフイミリ（ないようにす5のもむずつ＼l
なたてす； ’ 

o~苗ぶうまくのひけるように高て 6のび、むず
勺＼し勺：プとて 1及

（さらにきモんに思ヲ？ととど〉

｛づきに豆苗を育て1とう水勺＼くさうて手い乙芝フ
イナうt＇いの つ＼念 とたいまし？と‘

rぎ毛んムトの豆畠を真んてドて、と万フイ？てのつドとう
Lてのごし了こ乗っ〉つ＼れてしまフたのつ＼ぎをんに



定いましそ。

〈奏5今忍〉

。きζjし句のエント、りマメの禾金つ＼ヨ奇フていく
乙ころのつ＼人予なするのつ＼‘粂ノ（伐たて支

qざモん↑jて、三苗のくぎは宇田l＇のにそれつト 1工ン
ドウマメになっていくのつ＼ すご’いど思いました

亘苗がlユ度令八1られるのはじてモすこーぃ乙
だいまlT＝ 豆苗を食ペ＼~乙きは 2度目や3J注
目毛、食／＼＇らキ（るふフ lこしてサたLIてll9:


	EPSON001_1.pdf
	EPSON001
	EPSON002
	EPSON003
	EPSON004
	EPSON005
	EPSON006
	EPSON007
	EPSON008
	EPSON009
	EPSON010
	EPSON011
	EPSON012
	EPSON013
	EPSON014
	EPSON015
	EPSON016
	EPSON017
	EPSON018
	EPSON019
	EPSON020
	EPSON021
	EPSON022
	EPSON023
	EPSON024
	EPSON025
	EPSON026
	EPSON027
	EPSON028
	EPSON029
	EPSON030
	EPSON031
	EPSON032
	EPSON033
	EPSON034
	EPSON035
	EPSON036
	EPSON037
	EPSON038
	EPSON039
	EPSON040
	EPSON041
	EPSON042
	EPSON043
	EPSON044
	EPSON045
	EPSON046
	EPSON047
	EPSON048
	EPSON049
	EPSON050
	EPSON051
	EPSON052
	EPSON053
	EPSON054



